
















































会場：立教大学 池袋キャンパス 太刀川記念館3階 多目的ホール
講師：國分俊樹氏（福島県教職員組合 書記次長）
司会：阿部治
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つまり、極貧から努力をして立身出世を目指すということ。福島県も荒れ野原か
ら様々なことを克服して、まちをつくりあげて、東京中心の近代の世の中に追い
つこうとしたという歴史があります。
　野口英世の医学的な功績は、スピロヘータの純粋培養であると言われていま
す。ご承知のとおり、梅毒の原虫ですね。彼はそれを発表した後、中南米へ黄熱病
の研究に行きます。そしてアフリカの地で自らも黄熱病に罹って亡くなりました。
結局彼は黄熱病の治療法を発見できませんでした。当時の顕微鏡には、ウイルス
を発見できるほどの倍率がなかったためです。科学の発展と共に彼がいて、熱病
によって死んでしまった。ちょうど原子力と福島、科学への過信と福島という意味
で、野口英世の生涯とマッチングしているような気がします。
　今、NHK大河ドラマ「八重の桜」が放映されていますが、福島県は北海道・岩
手県に次いで、三番目に広い都道府県です。なぜ広いかというと、誰も欲しくな
かったからだと思います。近畿圏などは小さい都道府県がたくさんありますね。
それは豪族同士の争いなどがあって、領土を切り刻まなければならなかった歴史
があるためです。ところが東北地方に広い県が多いのは、当時はどうでもよかっ
たからなのでしょう。ただし、会津若松だけは別格なのです。広い盆地があり、ブ
ルドーザーなどの重機がない時代に、水があって平らな土地があるという米作に
適した環境であったことは特別なことでした。会津盆地は現在でも大穀倉地帯で
す。伊達政宗なども戦国時代に狙っていた土地です。
　今、会津若松市は財政破綻しています。ある会社が、会津若松市に参入して、そ
の会社が十数年前に撤退してしまいました。そのため財政がガタガタで、水道事
業自体も民間委託しなくてはならないような状況です。今回の原発爆発による放
射能拡散で観光客が来なくなるという被害は甚大といえます。
　会津若松は幕末、松平氏でしたので、江戸幕府の最後の砦でした。そのために
京都守護職になったわけです。新撰組の後ろ盾が会津藩です。新政府をつくった
山口県などの人たちにとっては朝敵のシンボルが会津です。
　「ならぬことはならぬ」というフレーズがNHKで流れています。この言葉には二
つの側面があります。私は、核や原発などに対して「ならぬことはならぬ」と言っ
てほしいわけですが、本当の意味は、17世紀半ばに会津を治めていた保科正之と
いう藩主が言った言葉で、実は思考停止につながる言葉です。つまり「会津の人間
は無条件で徳川幕府に従いなさい」と。それが「ならぬことはならぬ」なのです。
統治のための言葉でもあります。この教訓が今でも学校に掲示してあります。
　会津藩の人たちは、青森県の下北半島に流されます。今の六ヶ所村です。戊辰
戦争に負けて流されて、ほとんど死に絶えています。その頃の上級士族の方たち
は、その人たちが、まちおこしとして「歴史のまち」をアピールしようとしている最
中に原発爆発が起きてしまったのです。
■関東圏へのエネルギー供給県として
　福島県の歴史は、関東圏へのエネルギー供給県としての歴史でもあります(1)。
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戊辰戦争の後、1870年（明治3年）頃に常磐炭田が開発されました。1850年
代、安政年間にペリーの黒船が来て、人々は石炭を燃料にした蒸気船が走ってい
る姿を見ました。いわきにも鉱山があるということで、開発されるようになったよ
うです。大正から昭和の初期にかけて、鉱山関係者が約4万人ほどいたという記
録があります。
　1882年（明治15年）には、福島事件（喜多方事件）という自由民権運動が起き
ました。県令の三島通庸が圧政を強いたため、当時の県会議長・河野広中が立ち
上がった運動で、自由民権運動のはしりでした。会津とも関係が深く、朝敵とされ
ていたために弾圧が加わり、元士族の人たちが反旗を翻した事件です。
　その後、猪苗代湖の水を東側の郡山市に引くために安積疎水が完成します。日
本初の官民一体で会社をつくる第3セクター方式で行われたプロジェクトです。建
設費用の捻出で水利権を当時の電力会社に売ったため、現在も権利は東京電力に
あります。そのため、郡山の水道水は東京電力から買って飲んでいるという状況で
す。やがて、猪苗代湖の水を使った水力発電も進み、沼上発電所から郡山までの長
距離送電に成功し、電力供給県としての基礎がこの時期に固まっていきました。
　敗戦を迎え、1949年には松川事件が起こりました。戦後の三大不可思議事件
と言われており、三鷹事件、下山事件と並ぶ事件です。レッドパージなどとも関
わっていますが、列車の転覆事件でした。松本清張はGHQやG2などの当時の占
領政策ではないかという本も出していますが、20人ほどの人が訴えられて逮捕
されたことに対して、当時の文化人等が反論して、全員無罪になった事件です。
　猪苗代湖の西側にある奥羽山脈の中に只見川がありますが、水をせき止めて
電源開発しようと計画され、奥只見ダム、田子倉ダムが1960年に完成します。ダ
ムというと黒部ダムが有名ですが、一つのダムとしての発電量は奥只見ダムが最
大で、田子倉ダムが二番目だそうです。
　1961年に福島第一原子力発電所の誘致が決定し、10年後の1971年に福島第
一原子力発電所1号機が運転を開始しました。第一原発には6基ありますが、2号
機が1974年、3号機が1976年、4号機と5号機が1978年、6号機が1979年に
稼働します。
　1976年には、明治・大正・昭和とエネルギーを支えてきた常磐炭田が閉山しま
した。地域産業がなくなってしまったので、新たな雇用を生み出すために、常磐ハ
ワイアンセンタ （ー現・スパリゾートハワイアンズ）というリゾート施設をつくりま
した。映画「フラガール」でも話題になりましたが、常磐炭田の閉山との関連があ
ります。
　1982年には、福島第二原子力発電所1号機が運転を開始し、続いて2号機が
1984年、3号機が1985年、4号機が1987年に稼働しました。2010年9月に
は、核燃料を再処理したプルサーマル計画が福島第一原発の3号機でスタートし
ました。そのわずか半年後に震災が起こったわけです。
■放射能の拡散状況
　福島県は大きく3つの地域に分かれます(3)。太平洋沿岸の東側を浜通りといい、
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海から20～30km、西側に標高600～800mの阿武隈高地があります。その西に
行くと東北新幹線が通っている福島市や郡山市のある中通りで、平坦な土地です。
人口密集地帯でもあり、この地域だけでも120万人以上の人々が生活しています。
猪苗代湖から西を会津地方と呼んでいます。福島第一原発は浜通り、双葉町と大
熊町の間にあります。ここに原子炉が6基あって、今は止まっている状況です。第二
原発は富岡町と楢葉町の間にあり、原子炉が4基あり、今は止まっています。
　これは、福島第一原発の爆発による放射能の拡散状況を示す地図です(3)。風向
きと地形で量が大きく異なっています。地図の右半分がほとんど青、水色、緑、黄
色、赤で、左半分が茶色というのは、1500～1600m級の奥羽山脈があるために、
ある程度、放射性物質が遮られたという側面があります。この地図は、放射能の強
さを示すベクレルという単位で表示してあり、セシウム137（半減期30年）、セシウ
ム134（半減期2.1年）の合算のベクレル数で表示していますが、悲しいことに、茶
色い部分以外は「放射線管理区域」と言われて、本来は入ってはいけないレベルの
地域です。身近な例ではレントゲン室があります。1㎡あたり4万ベクレル以上とい
う定義では、青、緑、黄色、赤の部分はレントゲン室と同じ、またはそれ以上の汚染
地域です。レントゲン室には放射性物質があるわけではありません。電離作用で
放射線を発射するのです。この地図で青以上の部分は、常にセシウムが舞っていま
す。レントゲン室よりも、もっとひどいところに私は住んでいるのです。
　こちらは、セシウム137（半減期30年）だけのデータです(5)。先ほどの地図と
見比べると青い部分が減っています。いわき市や阿武隈高地、福島の西半分の会
津地方が外れます。福島第一原発から左斜め上、東北新幹線が通っている中通り
地区は、セシウム137だけでも「放射線管理区域」に相当する状況です。セシウ
ム137が今、土や建物、木々などに付いています。セシウム137の半減期は30年
で、30年経ってようやく半分になるものです。30年たってもまだ、半分残ってい
るのです。説が2つありまして、放射性物質の半減期を10回繰り返せばいいだろ
うという説と、20回繰り返せばもう放射線を出さないという説があります。10回
にしても300年かかります。
　私の被ばく量も、今日までに、外部被ばくや内部被ばくを通して、10,000μSv
（マイクロシーベルト）＝10mSv（ミリシーベルト）は超えていると思っていま
す。原発労働者で、白血病の労災認定の最も低い方が、5,200μSvです。放射線
は骨髄に影響を与えやすいため、私が白血病になる可能性も高いかもしれませ
ん。でも、ならないかもしれません。それはわかりませんが、そういう状況です。
　セシウム134は半減期が2.1年ですので、2012年4月くらいに半減期を迎えま
す。積算線量計でチェックしていますが、2012年の夏前までは1日あたり4μSvほ
どの被ばくがありました。秋以降は3μSvに下がっています。3μSv×365日で計
算すれば、基準とされている1,000μSv＝1mSvをはるかに超えることは間違いあ
りません。「なぜこんなひどいところに住んでいるのか」とよく言われます。
■バケツをひっくり返したような放射線
　私たちは、事故の前から反原発運動などに関わっていて、福島県の原発労働者
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を調査している方を呼んで学習会を開いていたので、ある程度の予備知識はあり
ました。そのため、原発が爆発したら逃げようと思っていました。ところが、今回は
多重災害だったのです。地震が起きて、津波が来た。私は内陸の郡山市にいたの
で津波はありませんでしたが、かなり大きな揺れでした。ほぼ全ての交通網が止
まりました。電車は完全にストップ。高速道路も止まり、ガソリンスタンドも空に
なり、営業を停止しました。その後、約2週間、ガソリンが供給されない状況が続
いたのです。
　郡山市では震度5強でしたので、市役所が崩壊し、立入禁止です（2012年2月
現在）。福島県の県庁も立入禁止になりました。3月11日に行政は何をしていた
のかと腹が立ちましたが、県庁や市役所の方もそれどころではなかったのです。
重要書類の持ち出しや引っ越しをしなければならなかったわけですから。
　SPEEDI（緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム）の計算結果が
まったく発表されませんでしたが、たとえ情報が来たとしても、地震の影響で県
としては対応できなかったと思います。本当は全国ネットで放送していただきた
かったですね。福島県自体は地震の影響で動けない状況でしたから。情報もな
く、ガソリンもない、交通機関もない状況で動くことができませんでした。私は
軽自動車に乗っていましたので、ガソリンタンクが小さく、原発が爆発してもガソ
リンがなくて逃げることはできなかったのです。
　放射能雲が郡山にも来たので、家に閉じこもっていましたが、ガス状の放射性
物質は吸ってしまいました。ヨウ素やキセノンなど、温度が低くても気体になる
放射性物質をかなり吸ったのです。先日NHKで低線量被ばくとなるヨウ素131の
流れについての番組を放映していました。地震で計測器なども壊れていて明確に
はわかりませんが、爆発当時の放射能の流れを可能な限り推測した内容でした。
今、いわき市あたりは汚染が少ない状況ですが、甲状腺がんを誘発するというヨ
ウ素131が、いわき市を抜けて、東京方面に流れたと言われています。いわき地
区の線量の値が低いのは、当時雨が降らなかったからです。放射能雲がそのまま
海に抜けたのですね。汚染地図で青色以上の汚染地域は、雪や雨が降って大気中
の放射能が地面に落ちてしまった地域です。放射能は目に見えませんし、普段か
ら身近にあるものではないため、感覚でとらえるのが難しいと思いますので、『生
きるための学び』という資料をご覧ください(10)。
　3月15日頃が、いちばんひどかったと言われていますが、中通りの福島市や郡
山市ではどれだけの放射線量があったかを、雨量表現で表します。天気予報で
「バケツをひっくり返したような雨」や「土砂降り」などと表現しますが、弱い雨
は1時間あたり3mm以下、やや強い雨は10～20mmの雨量です。原発が爆発す
る前の福島県の放射線量は、毎時0.04μSvでした。それを基準の1と考えます。
そして降っているか降っていないかわからないくらいの、しとしと雨である１時間
あたり１mmの雨と考えてみます。3月15日頃は、福島市でも毎時20μSv以上の
放射線が観測されていますから、0.04μSvの500倍です。そうすると、1時間あ
たり500mmの雨に相当します。そんな雨はないですよね。オーストラリアのキャ
ンベラの年間降水量に匹敵する雨量です。2012年の夏、南阿蘇で洪水がありま
したが、降り始めから洪水になるまでの総雨量は500mmだったそうです。京都
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の宇治でも洪水がありましたが、それでも降り始めから洪水になるまでに数日か
けて300mmです。この時、福島では１時間あたり500mmもの雨に相当する放
射線を浴び続けていたということになります。
　2週間後、毎時2μSvに下がりました。それは嬉しくもあり、悲しいことでもあ
ります。風で散ったこともありますが、半減期の短い放射性物質が崩壊したもの
だと思われます。たとえば、ヨウ素131は半減期8日ですから、16日経てば4分の
1になるわけです。原発が爆発すると、約40種類の放射性物質が出ると言われ
ていて、半減期がもっと短いものも、たくさんあります。そういったものが崩壊し
ていき、毎時2μSvになったのです。それでも、爆発前の50倍の放射線量です。1
時間あたり50mmの雨と考えていただくと、滝のような雨、バケツをひっくり返
したような雨となります。2011年4月1日頃に福島県の東部にいた人はバケツを
ひっくり返したような放射線を24時間浴びていたのです。当然、呼吸と一緒に放
射能を吸入してしまいました。
　5月15日は毎時1.2μSv、これでも30倍です。8月15日にようやく毎時1μSv、
それでも25倍です。2012年6月で毎時0.7μSv。今はその周辺で推移していま
すが、それでも17倍。自然放射線をしとしと雨に例えると、今の福島県に来ると、
ザーザー雨の放射線を浴びることになります。浴びるといっても、上から降ってく
るのではなくて、土やコンクリートから放射線が湧いてくるのです。
　そうした状況下ですので、放射線での健康被害が、浴びた放射線に比例すると
すれば、私は、みなさんに比べて数十倍は様々な疾病になりやすいと言えます。
さらには、福島県に住んでいる数万人の子どもたちは、今後、死ぬまで放射線によ
る健康被害に不安を感じながら生きていかなければなりません。先ほどの地図を
見ていただきますと、青い部分は福島県だけでなく、栃木県、群馬県、千葉県、茨
城県にも広がっています。北の宮城県にも、岩手県にも広がっています。影響を受
ける地域に400万人もの人が住んでいるのです。
　400万人の人間はどこに避難すればいいのでしょうか。私の場合、住宅ロ ンー
を抱えています。残り2,000万円近くあり、避難した場合、誰か代わりに払ってく
れるでしょうか。私は今50歳ですが、沖縄に避難したとして、私を雇ってくれる仕
事はあるでしょうか。私の医療費や生活費は保証されるでしょうか。今はされてい
ません。さすがに地図の赤や黄色の部分の人たちは強制避難になりましたので、
生活費は支給されています。しかし、私の住む中通り地区の人たちに対する保証
はありません。どうやって逃げることができますか？　それが現状です。
　少し前に『原発危機と「東大話法」』（明石書店、2012年）という、安冨歩教授
が書いた本が流行りました。その本に、福島の人が逃げない理由を、福島の人の
話を引用して書いてあるのですが、「福島の人間は近代に拘束された人間だ」と
あります。本自体は良い本で、評価もされているのですが、その引用を見て「ふざ
けるな」と思いました。福島県の子どもにはまったく関係ない。原発に賛成反対
する権利もなかった子どもたちです。親の生活に依存しなければならない子ども
たちが、健康被害を受けたりしているのです。そういった人たちもすべて一括りに
されている。東大の中で、原子力村と一緒だという意見を言いますが、安冨さん、
あなたも「東大話法」なのではないですか、と思いましたね。
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■放射線被害と人権
　原発の爆発から2週間ほどしてライフラインが復旧しはじめると、すぐに長崎
大学、広島大学から放射線の権威という学者たちが来ました。代表的な人が、山
下俊一さんです。彼が福島県の放射線アドバイザーとして3月下旬に福島県に来
て、ラジオや講演会で「このくらいの放射線でしたら安全です。笑っていればガン
になりません」という話をしたのです。その後、彼は福島県立医科大学の副学長に
なって「100mSv以下の低線量被ばくなら危険はありません。絶対に安心です」
と言っています。お年寄りなどの中には、メディアを通して偉い先生が言っている
のだから大丈夫だろうと信用している人たちも大勢います。
　新聞記事の資料ですが(8)、山下さんが、18歳以下の甲状腺検査の結果に関す
る相談があった際に、「次回の検査までに健康被害がなければ、検査は必要がな
いことをご説明いただきたい」ということを言いました。ヨウ素131の影響による
甲状腺検査をしているのですが、検査をしてもコミュニケーション不足で、不親切
な通知しか来ないため、親御さんは心配しています。もう一度、身近な病院で診て
もらいたいのに、彼はセカンドオピニオンに反対しているのです。福島には福島
医大の学閥の人が多いので、再検査が進まないという状況もあります。
　彼は『毎日新聞』のインタビューで「日本という国が崩壊しないよう導きたい。
チェルノブイリ事故後、ウクライナでは健康影響を巡る訴訟が多発し、補償費用
が国家予算を圧迫した。そうなった時の最終的な被害者は国民だ」と言っていま
す。初めから結論があるのです。福島県民が放射線の影響で健康被害を訴える
と、国家予算の数倍のお金がかかる。だから、ないことにしましょう、という結論
があって、彼が福島県にやってきました。裏で山下さんを操作する原子力推進派
の人たち、日本の利権を握っている人たちがいるはずです。そこに人権があるの
か。福島県内は人権番外地だと感じてしまいます。
　「人権」を『広辞苑』第六版で引いてみますと「人間が人間として生まれながら
に持っている権利。実定法上の権利のように恣意的に剥奪または制限されな
い。基本的人権。」とあります(6)。日本は立憲国家です。「平和主義」「主権在民」
「基本的人権の尊重」が柱ですよね。こんな危険な場所に住まされていて、どこ
に我々の基本的人権の尊重がありますでしょうか。「権利（right）」を辞書で引い
てみますと、形容詞的意味には「当然の（just）」という意味もあります。ですが、
今の福島県では、その「当然」がありません。福島には東京に比べて、豊かな自
然がありました。田んぼもありました。森遊びもできましたし、野原を駆け回るこ
ともできました。そういう場所がすべて、雨と一緒に落ちてきた放射性物質セシ
ウムによって、危険地帯になったのです。当然のことができません。今まで当たり
前だった野原遊び、森遊びができなくなりました。逆に放射線濃度の高い部分に
なっています。
　福島県内は、食品の検査体制が広がっています。チェルノブイリでも言われたよ
うに、キノコ類、山菜類、ベリー類は非常に高い量の放射線が出ますが、お米や野
菜はとんでもないレベルでは出ないのが奇跡的だと思います。今、福島県内の農産
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物で流通しているものは10Bq（ベクレル）以下くらいのものです。私は「福島県の
お米を食べて、助けてください」とは言いません。私も食べたくはありません。食事
は、そういうものだと思います。毒を水に薄めて飲んでと言われても、誰も飲みま
せんよね。数Bqでもセシウムが入っている可能性があります。ですが、間違いなく
みなさんも被ばくしていますし、そういった野菜やお米を食べています。私は福島
県よりも、東京のほうが外食の場合は危ないと思っています。栃木県や群馬県の農
産物は検査が進んでいません。そういった農産物も東京に入ってきますし、流通に
のって全国に届けられています。もしかすると、福島県内よりも放射線量の高い野
菜やお米を食べている可能性もありますので、十分お気をつけください。
　「放射能汚染は公害問題に類似している」という観点から、人権について調べま
した(6)。今日では、高度テクノロジーの進展に対応する基本権として、たとえば、
①核・生物兵器戦争を阻止するための平和的生存権、②公害・自然破壊に対する
環境権、③国家・資本の情報独占に対抗する情報権（知る権利）、④差別を撤廃
させる権利、⑤プライバシー権の5つが挙げられていますが、そのうち4つが侵害
されているのです。
　①「核・生物兵器戦争を阻止するための平和的生存権」―原発爆発で放射能
がまき散らされて、権利も剥奪されています。②「公害・自然破壊に対する環境
権」―東日本にはすでにありません。③「国家・資本の情報独占に対抗する情報
権（知る権利）」―まったく知らされていませんよね。たとえば、3月15日、東京
でどんな放射性物質が舞っていたかという国の発表を聞いた方はいないと思い
ます。今中哲二さんや小出裕章さんなどの心ある放射能研究者の方は発表してい
ますが、国はまったく発表していません。福島原発の爆発によってどんな放射能
が出たのかも報告されていません。SPEEDIの問題もあります。キー局が情報を
即時に流してくれていれば、原発周辺の人たち、汚染地図の赤い地域や黄色い地
域に逃げていた人たちも、いち早く避難できたはずです。放射能の高い地域に数
日、数週間とどまっていた人たちもいたのです。国は知っていたのですが、隠して
いて発表しませんでした。
　④「差別を撤廃させる権利」―福島差別は深く広がっています。私たちは、福
島県の教職員向けに『生きるための学び』という冊子をつくりました(9)。国や県が
やらないので、私たちがやるしかないと決意してつくったものです。先ほどの放射
線量を雨に例えた話も、資料の一部です。2012年8月末の『福島民報』に、日本
生態系協会長の「日本は福島がそうですが、これからですね。内部被ばく、これが
どうしようもないんでございまして、これからの放射能雲が通った、だから福島ば
かりじゃございませんで栃木だとか、埼玉、東京、神奈川あたり、だいたい2、3回
通りましたよね、あそこにいた方々はこれから極力、結婚をしない方がいいだろ
うと。結婚をして子どもを産むとですね、奇形発生率がどーんと上がることになっ
ておりましてですね、たいへんなことになる訳でございまして」という発言が掲
載されました(11)。こんなことが平気で言われて、掲載されているわけです。
　他にも、福島県民へのバッシングがありました。福島から避難してきた人間が、
学校の中でいじめられる。福島ナンバーの車に傷がつけられる、ガソリンスタンド
で給油拒否をされる。東京あたりでは、福島ナンバーの車が停まると3mくらい離
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れて停まられたという事例もありました。最近ですと、夏のインターハイで、福島
県の高校が試合に行くと、保護者の方々などから「あいつらは放射能を浴びてい
るから強いんだ」、「あいつらは補助金で遊んで暮らしているんだ」という声が聞
こえてきました。宿舎に戻ると、別の高校の親から「福島県の高校の生徒が入っ
た風呂の水は一度、抜いてくれ。放射能がうつるから。入れ替えた後にうちの子を
入れてくれ」という話まであったそうです。今でも、東京や大阪へ修学旅行で行っ
て「福島から来た」と言うと、現地の方が引いてしまって、学生たちがショックを
受けたということが、よくあります。私の話を聞きに来てくださる方は違うと思い
ますが、福島県民はそういう状況におかれているのです。
　たとえば、部落差別同和問題というものがあります。これは社会的につくられ
た、いわれのない差別です。ですが、放射線による影響はよくわからないわけで
す。実際に高線量だと遺伝的な影響が出るというデータもあります。ただ、福島
県の場合どうなるかは、この先まだわかりません。影響はないかもしれないし、あ
るかもしれません。みんなが神経質になっている問題です。福島県の10代、20
代の人が東京で就職しようとする時、最初に起こるのが就職差別だと思います。
数年は、福島支援ということで、積極的に福島県の人間を採用しようという善意
的な流れがありますが、何年か経つと忘れられてしまい、福島県の人間が差別さ
れないだろうか。結婚を迎えた時に反対を受けないだろうか。子どもへの影響も
あります。
　また、チェルノブイリとの関連性が指摘され、ドキュメンタリーや映画にもなっ
て紹介されていますが、実際にチェルノブイリへ行った医師と話してみると、そこ
までセンセーショナルな状況ではないだろうとおっしゃります。チェルノブイリの
場合は、原子炉そのものが爆発したのですが、福島は原子炉建屋が吹き飛んだ
水素爆発ですので、ストロンチウムやプルトニウムという影響力の強い放射性核
種は少ないだろうと言われています。そういった質の違いや状況の違いがあるの
で、同程度の放射線量だからといって、簡単にチェルノブイリと福島を比較するの
は難しいと思います。福島だけではなく、日本の場合、広島や長崎の原爆があり
ます。それらの状況とも、放射性降下物という視点では違うのです。まだわからな
い状況の中で、国のほうは安全だと言って何もないことにしたいのですね。
■現実から目をそむけないために
　私たちは、学校向けの資料をつくり、まずはそこから目をそむけないことを推
進しています。先ほどご紹介した『生きるための学び』には、井上ひさしさんの戯
曲「父と暮せば」を教材として載せました(12)。この作品は映画化もされているの
で、みんなで映画を観て感想を言い合おうということも提唱しています。大阪教
育大学の森実さんの講演の一部も載せています(13)。差別への対処を、一つの技
能として考えよう。ただ漫然としているのではなくて、差別がある場面に遭遇し
た時に、どのような対応をすべきか。下を向いて逃げてしまうのではなく、面と向
かって対応していけるような技能を、子どもたちと考えながら身につけていこうと
いう内容です。
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　差別問題は根強く、根深く残っていくのではないかと思います。これは、広島・
長崎でも、同和問題でもそうですが、隠してしまえば忘れられると思いたいので
すね。騒がなければ、みんなが忘れてくれると被差別の当事者は思うのですが、そ
う簡単には忘れてくれません。今回の放射能拡散を公害問題として考えた場合、
水俣病やイタイイタイ病、薬害エイズの問題など、過去、様々な例がありました。
おおむね被害者は差別を恐れて隠そうとします。その気持ちもわかりますが、良
い結果を生んだとは思えません。
　私たちは、日頃から子どもたちと接していますが、一方的に知識を強要するの
ではなくて、一緒に考えていくしかないと思います。学校内でも個人でも、放射能
に関する考え方は異なります。男女間でも男性はどちらかという鈍感で、女性は
敏感です。年齢で見ても、高齢者は鈍感で、若い人ほど敏感です。学校の状況も
地域によって違いますし、親によっても違うものです。学校で放射能は危険とい
う教育を進めようとすると、親からクレームが入ることもありました。逆に進めて
くださいという保護者もいます。非常に難しい問題です。
　もちろん、福島県の行政や市町村は、何もなかったことにしたいという姿勢で
す。行政によると、いちばんの影響は、農産物などの商品が売れなくなる「風評被
害」です。「風評被害」という言葉は大嫌いですが、防ぐために何もなかったこと
にしたい。農産物を中心としたものを売れるようにしたいという思いが非常に大
きいと思います。
　福島県人は、「避難するも地獄、残るも地獄」。両方地獄です。海を汚した罪も
非常に大きかったと思います。海産物はどうしようもありません。今日も地下水と
して汚染された水が海に流れているでしょう。100万kW級の原子力発電所を1年
動かすと、約1ｔの放射性廃棄物、使用済み核燃料が生まれるそうです。その処分
方法は、まったく決まっていません。国内に54基、実験炉も含めると70基くらい
の原子炉がありますが、どう処分するのでしょうか。爆発した福島第一原発をどう
やって処分しましょうか。事故が起きなくても海岸沖に50基の原発があります。
チェルノブイリのように石棺で固めるのでしょうか。ものすごい量の鉄とコンク
リートを使っています。事故がなくても、どうやって処分するのか。これはすべて、
私たちの子孫が対応しなければなりません。
　私は、あと20～30年で死んでしまうと思いますが、今日お越しくださった方の
中には、20代の方も多いかと思います。みなさんが生きているうちには解決でき
ない問題であり、何百年、何千年、何万年も続くわけで、それこそ人類に対する権
利の剥奪なのではないでしょうか。
　福島で生活を強いられている私にとって、現時点で、健康被害とフクシマ差別
の2つが最も恐ろしいのです。せめて、差別のない社会となって、レジュメの最後
(2)に掲載した短歌、
なこそとは　誰かはいひしいはねども　心に据うる関とこそみれ 和泉式部
「心に据うる関」を他県の方々がつくらないようになることを願うばかりです。
フクシマ放射能汚染と人権
フクシマ放射能汚染と人権
47
阿部	 　放射能に対する感じ方が多様であるというお話がありました。福島だけ
が当事者ではないというお話もありました。私は、茨城県つくば市の南部
に住んでいます。3.11の時は、大学生の娘を沖縄に行かせて、家に目張り
をし、おとなしくしていました。結果的には汚染度が高い地域となってし
まい、私も様々な影響を受けていますが、妻と娘は感受性が高く、「あな
たは環境の仕事をしているのでしょう」と言われたりもします。きちんとし
なくてはと思っているのですが……。
 　物理的に数値が出て、科学的に基準以下であれば影響はないという言
い方もされます。生体的な影響は人それぞれですから、現在の科学では、
これ以上のことは言えませんが、完全に影響がないとは言えません。そう
いった面が問題で、あまり気にしない方たちが増えてきて、風化させようと
いう動きがあるようにも見えますが、國分さんたちがつくられた『生きる
ための学び』のような活動が大切だと思います。情報を共有することが大
事です。
 　人権については、2000年に人権教育・啓発法という法律がつくられ、
2012年には消費者教育推進法という法律がつくられています。消費者教
育推進法は、持続可能で公正な社会のために消費者としてどうあるべきか
という法律です。
 　人権と絡めた被災の問題、被ばくの問題について、教材をつくり、実際に
子どもと学んでいく、教員の中で共有していく、保護者や地域に伝えてい
くという國分さんたちの活動の中で、どういったことが起きてきたのか。そ
れをふまえ、今日のテーマである福島と人権の話に対して会場から質問を
受けたいと思います。
國分 　福島は人権意識の低い県です。何もなかった土地に、近代の発展と共に
人間が集まってきた県でもありますから、福島県は全員が被差別民のよう
なものです。最近は増えていますが、市民団体のような住民の権利を主張
する運動の歴史が浅い状況の中で育ってきました。福島県は3.11までは全
国で4番目くらいに農業が盛んでしたので、農業的な集団性もあり、出る杭
は打たれるといった風土。そのため人権意識が低く、訴え方も下手です。
 　最近では、沖縄の問題と福島の問題を、根源的に同等と考えてくださる
方も増えていますが、沖縄で基地やオスプレイに反対する時には、島民が
団結して、様々な団体の人が一緒に活動しています。琉球王朝が日本国に
併合されて、敗戦後は植民地的な扱いを受け、本土復帰という形になって
今を迎えている。長い間、苦労を重ねてきた沖縄の方々は、民衆が声を上
げる方法を知っていると感じますが、あれだけ反対してもオスプレイは飛
んでしまうわけです。
 　「東北学」を主宰されている赤坂憲雄さんなどもおっしゃっていますが、
私も福島県は植民地だったのではないかと思っています。再植民地化教
育はできるだけ避けたいですね。一人ひとりの子どもたちが問題意識を持
ち、人権の回復を求めるということを考えていきたい。その教材として『生
対
談
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きるための学び』という冊子をつくりました。まずは過去に学ぶことが必
要です。公害問題である水俣病被害者の方々の生き方、それを支えてきた
人たちの生き方、原爆症で苦しむ人たち、沖縄の人たちに学ぶということ
を通してエンパワーメントを、子どもたちと一緒に生活しながら身につけ
られればと思っています。
　　　　『生きるための学び』は1冊200円で学校等に売っているのですが、おか
げさまで現在までに13,000部を印刷し、講演などで全国に配布すること
もあります。県内では、6,000部ほどを全ての学校と組合員に送っていま
す。組合の教員の中では、この教育を受け入れてくれる素地は非常に高い
ですね。
阿部　　具体的なフィードバックはありますか？
國分　　少しずつ入ってきています。新聞などでは放射線教育として取り上げら
れることが多いですが、授業としての40～50分くらいの単位ではなく
て、朝の時間や帰りの時間、ほっと一息ついた時に子どもたちと話す何気
ない会話の中で『生きるための学び』の題材を元にして、話していくという
スタンスが増えています。
阿部　　総合的な学習の時間ではなく、そういった使い方が多いのですね。
國分　　小学校では、とくにそうですね。授業として行うと、反発が恐い側面があ
ります。たとえば、爆発直後に原発反対のＴシャツを着ていると、学校や
教育委員会に保護者から抗議が来たりしました。教職員がナーバスになっ
ている面もあります。
阿部　　「あなたたちは結婚できない、子どもも産めない」と言われているような
資料を見せることで、福島に住む子どもたちはどういう思いを抱くでしょう
か？
國分　　子どもたちの受け止め方も人それぞれです。でも、子どもたちはできるだ
け受け止めないようにしている、できるだけ考えないようにしていると感
じます。それはある面では、防御作用であると思います。今の福島県内で、
ずっと放射能のことを考えていたら生活できません。
阿部　　「福島は出るも地獄、残るも地獄」というお話もありました。福島から避
難されている方のお話を伺うと、「なぜ福島を出たのだ」と非難されるそ
うです。出た人と残った人のギャップが広がっていきます。残っている人は
考えないようにする一方、出た人は、なぜあのような場所に住んでいるの
だろうと責め合っていて、家族や地域の人たちが分断されていきます。こ
の構図は水俣病や沖縄にもあった構図です。地域でも分断されて、人と人
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が協力して生きていくということがズタズタになってしまうのです。基本的
人権は、一人一人の人権なのですが、地域全体が分断されていくということ
は、現在の福島ではいかがでしょうか？
國分　　県外に避難されている方で、経済的に成り立たない人が多くおられま
す。その方が県内に戻ってくると、「あなた、避難したでしょう」と言われる
状況があり、本人も自分だけ避難していたという、うしろめたい思いがあ
るため、うまくいかない。誰に相談すればいいのかわからない。そういう面
で、我々が市民団体のサポートを得て相談に乗ったりもします。他の地域
に避難したけれど、いじめられて精神的にも参ってしまった子どもたちが
福島県内に帰ってくることも多いですね。県内では先生たちも苦労してい
ます。とくにひどいのが、原発の北の方にある地域の南相馬です。避難す
る、避難しないということが大きな問題になっていて、そこに戻ってくる子
どもたちも大変な状況と言えます。
阿部　　「エンパワーメント」という言葉がありましたが、福島の問題は、過去に私
たちが様々な地域で経験した問題から学ぶことで、私たち自身がどう強く
なっていけると思っていらっしゃいますか？
國分　　「分断」という言葉が出てきましたが、放射能問題でなくても様々な側面
で、労働強化であるとか社会や経済の面で人間がバラバラにされています
ので、それを子どもたちともう一回どう紡ぎ直していくかですね。
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質問者① 　私は福島県の伊達市出身で、今回の原発事故を出発点とした現在の
事態は大変だと思い、原発には反対していかなければならないと考え
ています。
 　労働組合として原発や人権の問題に取り組むことが重要だと思いま
す。原発事故の時は民主党政権でしたが、今は自民党に戻りました。
安倍政権は明確に原発推進の姿勢を示していると思うのですが、被災
者や福島の方たちへのサポートは変わってきているのでしょうか？　
悪くなっているのではないかと危惧しております。
 　もうひとつ、基本的人権は重要ですが、今回、自民党が憲法を改正
すると主張して政権に就きました。これは第9条だけの問題ではなく、
基本的人権の制限も入っており、基本的人権を国が制限できるという
ことに驚きました。天賦人権の思想であるという、基本的人権の項目
をすべて削除するという案が自民党から出されています。福島のみな
さんの人権を回復することや、労働組合として告発することが、憲法
が変えられてしまうと、国によって止めさせられることさえ起こるので
はないか。安倍首相は労働組合に対しても批判しています。先生のお
話も聞いて、労働組合は大切な取り組みを行う重要な機関だと思うの
ですが。安倍首相の基本的人権、原発政策に対する姿勢について、ど
うお考えでしょうか？
國分 　実際に働く中で、組合の大事さは感じております。我々も困っている
のですが、電力系の組合を持っている団体、とくに福島県の労働組合
は、脱原発など放射能の問題をまったく取り上げません。中心は連合
です。電力系の組織はそういう活動ができないように抑えられている
という現状があります。2012年3月11日には、郡山市の野球場で脱
原発の県民集会を開き、約15,000人が集まりました。その集会も電
力系の組合を持っているナショナルセンター系は、まったくタッチしま
せんでした。ほぼ教職員組合と賛同してくださる人たちで運営したと
いう事実があります。2013年も3月11日に福島市の体育館で6,000
人規模の集会を開きますが、それにも電力関係の組合を持っていると
ころはほとんどタッチしていません。これでは労働組合は滅びるだろ
うと思います。そういったことを払拭していければと願っていますが、
助け合いという意味では、組織として強い面もあるのです。
 　市民団体はたくさんありますが、市民団体の人たちはとても小回り
がきき、様々なスタンスから対応することができます。しかし、現状
で、実際に国へ影響を与えられる力があるかというと、そこまではな
いのですね。逆に労働組合は足がとても遅いのです。色々な考え方を
持った人がいます。そこで何かをやろうと思うと大きな力になります。
市民団体の方、一般市民の方の機敏性と、労働組合の組織力をうまく
使ってできるようにしたいなと思っているところです。それは非正規雇
用の人たちの問題にも関わってきます。我々も7～8年前から、非正規
質
答応
疑
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雇用の人たちの問題にも関わっていて、非正規雇用の方のバックアッ
プをしている経緯があります。
 　憲法問題ですが、もっと滅茶苦茶になってしまうのではないでしょ
うか。私はペシミスティックな面もありまして、2012年12月の選挙
の結果を見て、みんなで苦しみを味わう他ないのではないかと思って
しまいます。憲法を改悪されないように、基本的人権が制限されない
ように、ずっとこれからも維持できるように運動は続けていきますが
･･････。今の時代が平和かと言えば、最低でも放射能に汚染された福
島は戦争状態なみの人権の制約があると思っています。
阿部 　先ほどのご意見ですが、ここにいらっしゃる方はおそらく共通の思
いを持っていらっしゃるかと思います。国家機密法なども含めて、そう
いったことまでやっていこうという政権ですので、組合にとどまらず、
私たち一人一人が声をあげていかなくてはならない問題だと思ってい
ます。
質問者② 　今のお話を聞きながら、労働組合の大切さを感じました。そういった
中で、安倍首相は福島の人たちの人権を踏みにじりながら、原発を再稼
働し、新規増設しようとしており、核兵器ということも言い始めていま
す。一方で、原発問題へ積極的に取り組んできた労働組合などは、職場
や組合で安倍政権に対して、どのような考えをお持ちでしょうか？
國分 　現政権になって1ヵ月が過ぎ、どうしようかと考えておりますが、労
働組合としての反省もあります。日本の労働組合は産業別の組合で
あって、産業間で協働できていませんでした。フランスの労働組合の
ように、色々な人たちとの交流があってもいいと思っています。また
組合員だけのための労働組合ではいけないとも考えています。自分た
ちばかりではなくて、自分たちが良くなるためには周りも良くなってい
かなければなりません。自分たちの給料や労働条件だけでなく、もっ
と様々なことを考えていかなければいけない。食物連鎖の放射能濃
縮ではありませんが、すべて社会の中で濃縮されて、多方面で降りか
かってくると思います。
 　視野を広くして、色々な人たちと付き合い、色々な人たちの立場を
共有しながら学んでいくことが必要です。教材に『生きるための学び』
という題を付けたのは、子どもたちも学び、教職員も学ぶ。教職員自
身も子どもたちから学ぶ。教職員相互で学ぶ……色々な学びの形があ
ります。学校ですと、先生がいて生徒がいて、教育をする側、される側
という二分法になりがちですが、それは学びではありません。押し付
けです。そういう面がないように進めていこうと。それは教育の話です
が、労働組合の原理的なものとして保持できるように、もっと強めてい
きたいと思っています。
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阿部 　労働組合論に入りましたが、組合離れが厳しくなる中で、様々な差
別の問題も出てきていて、過去のように労働組合が力を持つ時代では
なくなってきています。そういう時に、社会の中で基本的人権、権利を
どのように行使していくのかという原点に立たなければならないと考
えています。原発問題も大きな問題ですが、高齢者の問題、福祉の問
題など、様々な問題があり、20年後、30年後の社会を考えた時に、
将来のビジョンが描けていないわけです。情報社会と言われていて
も、私たち一人一人が30年後にどんな社会をつくれるのかを考えるた
めの情報さえ得られていません。それらを描く力を学校教育の中で育
んでいるかというと、そうでもないわけです。原発だけでなく、環境や
福祉、人権、平和、あるいは国際理解を含めた様々な視点を統合し、
未来を描く力を、どのように私たちが獲得していくのか。それが先ほど
のお話にありましたエンパワーメントだと思います。私も大学教員とし
て、そういった力をどうやって学生と一緒に得ていくのか悩んでいる
状況です。これからも福島でがんばっている先生方と連帯しながら活
動していくことが重要だと思っております。本日はありがとうございま
した。
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●今回の講演会に参加された理由等をご記入ください。
●事実関係が知りたいという思い。
●福島の問題、原発の問題、原子力発電所事故の問題は重要すぎるものだと感じているから。
●放射能汚染問題が重大であると考えているから。立教大学の環境教育論の講義で自然放射能の実習をとりあげてい
るから。今後の環境教育論のリソースにするため。
●原発被災地の現状に関心を持っていたので。
●現場の声を聴きたかった。
●原発事故の関連ニュースの真実に近い情報を知りたい。
●福島の現地の姿を直に聞きたいと思うので、何かできることをつかみたいから。
●福島の原発被害の実体をよりよく知るため。
●Facebookの友人のリンクで知りました。立教大学の卒業生という点もあると思います。
●近頃、福島の抱える問題を耳にすることが減ってきていたところから、社会が忘れてしまうという時期にさしかかって
いると思い、自分自身がそれを少しでも防げればと思い、それを伝えられるだけの知識を得るために勉強のために参加致
しました。
●3.11以降のその後の福島の現状を知りたかったので参加しました。
●講演会のご感想、ご意見等をご記入ください。
●非常にショッキングな話であると思う。
●福島の大きな背景をふまえたお話で、大変勉強になった。
●まもなく震災から2年になろうとしているのに、福島における原発問題があまり進展していないことに驚いた。特に人
権にかかわる問題を少しずつ聞いてはいたが、カモフラージュされている。特に子供達への健康に関しての対処はもっと
国の問題として取りあげていかなければならないと考える。
●本当に重大な問題なので頭をかかえます。本日は特に人権ということについて勉強になりました。情報の共有→情報
教育論の問題であると捉えました。子どもたちも学ぶが、教職員も学ぶ。教える側と教えられ側という二分法はやめよう
というのは学習論から考えて同感です。
●具体的な資料に基づいた説明で説得力があった。しかしこれほどひどいとは思わなかった。
●仕組まれた“忘却”にどのように抵抗するのかが重要と思います。フレイレの教育論を引用されていますが、現場の理科
教育で導入することは可能でしょうか。
●「メディアを通さない」かつ「現場に近い住人」の方の「ことば」をやっと聞けた。
●福島の原発被害の実体が、おぼろげながら解され有難う御座居ました。国家の安全に関わる機能不全状況、人間性に
國分俊樹氏　講演会　アンケート
フクシマ放射能汚染と人権
67
國分俊樹氏　講演会　アンケート
目覚めた安全を基底とした政治感覚を持った政治家を増殖させなければ旧態が改新されないではないでしょうか。政治
への関心を高める国民運動も大事ではないでしょうか。
●メディアに洗脳されないで、意見、ヴィジョンを養いたいです。
●日常なかなか聞くことのない貴重な講演、有難うございました。
●放射能に対しての知識はあまりなく、福島で起こっていることは自分とは遠い話だと思っていたけれど、現在の福島の
原発事故による影響が差別問題や人権にまで大きく関わっていると知って驚いた。また、福島の方々とそれ以外の県とい
う構図だけでなく福島県内でさえも県内に残った住民と県外に避難した住民といった形で軋轢が生まれているとは思わ
なかった。
●実際に福島県に住む國分さんのお話を聞き、改めて福島県民の辛い現状や差別の実態を知りました。差別の問題につ
いてはテレビなどで見る度、なぜ被害者である福島の人が差別によってさらなる苦しみを感じなければならないのかと
いつも怒りを覚えていました。差別は本当になぜ起こってしまうのか理解できないです。また、私自身、疑問に思っていた
「なぜ引っ越さないのか」という理由を聞けてよかったです。本日の講演会を出発点として、私自身、原発問題に関心を
持ち続けようと思いました。
●福島の人々が、放射能、原発に不安を抱えながら生きておられるというのがよくわかりました。原発事故を風化させて
は行けないと強く思いました。
●福島にいても、出ても大変。ましてや何の解決策も示されないまま、原発廃止の流れも明確につくれない。金銭的なも
の、人権的なもの、問題だらけの中で、できることは「生きるための学び」にあるように、今起きていることに対して、学んで
強く意見や国や東電、そして国民に対して、根本的な問題提起を当事者である福島の方が特に声を上げていただきたい。
